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「
人
」
と
の
関
わ
り
が
　
　
　

　
　 
深
ま
る
よ
う
な
ケ
ア
に

司会は土山先生（左）。今回は訪問介護、ケアマネ、施設など多方面

からパネラーをお呼びして認知症について多業種交流を行った

　

11
月
13
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
第
25
回
在
宅

医
療
研
究
会
を
開
催
。
土
山
雅
人
先
生
（
西
宮
市
・

つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
司
会
で
、
医

師
・
ケ
ア
マ
ネ
ら
94
人
が
参
加
し
た
。
講
演
①

で
は
「
認
知
症
の
医
療
シ
ス
テ
ム
～
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
～
」
を
テ
ー
マ
に
兵

庫
医
科
大
学
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
・

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
清
水
ま
き
氏
と
西
口
亜
悠

氏
が
講
師
を
務
め
、
講
演
②
は
「
認
知
症
ケ
ア

に
お
け
る
傾
聴
の
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
西
長
洲

荘
・
介
護
支
援
専
門
員
の
粟
野
真
造
氏
が
講
師

を
務
め
た
。
講
演
後
に
梯
三
千
代
氏
（
訪
問
看

護
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）
、
高
橋
君
江
氏
（
高
須
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
、
松
末
秀
子
氏
（
あ
い

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
西
宮
）
、
正
原
匡
明
氏
（
浜
脇
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
と
と
も
に
事
例
検
討

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ー
を
務
め
た
田
中
章
太
郎
先

生
（
篠
山
市
・
た
な
か
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク)

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
氾
濫
し
て
き
た
認

知
症
に
つ
い
て
、
専
門
機
関
の
現
状
や
認
知
症
ケ

ア
に
日
々
関
わ
る
職
種
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
、
そ
の
現
状
と
関
わ
り
の
複
雑
さ
、
連
携
の
必

要
性
を
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

　

診
療
の
中
で
、
認
知
症
患
者
と
の
関
わ
り
は
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
患
者
・
家
族
に
も
テ
レ
ビ
や

新
聞
か
ら
の
情
報
が
多
く
入
る
こ
と
か
ら
、
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は｢

確
定
診
断｣

を
求

め
る
方
が
何
カ
月
も
待
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。
す
で
に
認
知
症
の
診
断
を
受
け

講演①の講師を務める清水まき氏、西口亜悠氏（右）と、

講師②の講師を務める粟野真造氏（左）

て
い
る
方
が
、
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
さ
ら
に｢

確
定
診
断｣

を
求
め
る
中
、
本
人
や
家
族
の
そ
ば

に
寄
り
添
え
る｢

人｣

の
存
在
が
見
え
に
く
い
こ

と
に
、
今
後
の
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
傾
聴
を

実
践
さ
れ
て
い
る
、
西
長
洲
荘
の
粟
野
先
生
の
お

話
は｢
人｣

の
関
わ
り
を
感
じ
る
内
容
で
し
た
。

｢

そ
の
人
の
声
、
生
活
の
声
、
人
生
の
声｣

と
い

う
３
つ
の
声
を
聴
く
こ
と
が
、
本
人
中
心
の
ケ
ア

に
つ
な
が
る
キ
ー
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
援
助
職
中
心
の
ケ
ア
と
な
っ
て
い
る
現
状

【日　時】　２月５日 ( 土 ) 17時～ 19時

【会　場】　西宮神社会館・２階福・寿の間

【テーマ】　「上腹部症状、胃から食道に対する

　　　　　　  　　　　六君子湯の作用とは？」

【講　師】　大阪市立大学消化器内科准教授 富永 和作　先生

【司　会】　西宮市・川﨑医院　　　　川﨑 史寛  先生

　　　　　 伊丹市・ウイング調剤薬局  長光 由紀  先生

第２５回漢方研究会
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
現
状
で
す
。
講
演
の

中
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
医
学
的
な
ケ
ア
と
社

会
・
心
理
的
な
ケ
ア
、
そ
し
て
生
活
ケ
ア
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
は
、
や
は
り
職
種
間
の
つ
な
が
り
が

キ
ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

事
例
検
討
で
は
さ
ら
に
、
医
療
と
介
護
と
福
祉
、

行
政
や
地
域
が
、
幅
広
く
チ
ー
ム
で
関
わ
る
こ
と

が
必
要
な
状
況
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
よ
う
に
、
実
際
を
知
り
な
が
ら

今
後
の
認
知
症
ケ
ア
に
一
歩
で
も
踏
み
込
ん
で
、

｢

人｣

の
関
わ
り
が
深
ま
る
よ
う
な
ケ
ア
に
つ
な

が
る
機
会
を
、
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

 

【
篠
山
市
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ア
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田
中　

章
太
郎
】

 被災地での
　　 生活と医療と看護
～避けられる死をなくすために～

大都市直下型激震・阪神淡路大震災での
看護ボランティア・15 周年シンポの記録
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ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

Ａ
５
判
１
３
６
ペ
ー
ジ　

定
価
１
５
７
５
円
（
税
込
）

※
支
部
会
員
の
先
生
に
は
、
別
便
で
一
部
謹
呈
し
て
お
り

ま
す
。
本
と
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
募
金
を
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
幸
甚
で
す
。

阪神・淡路大震災の経験と記憶を語り継ぐ
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忌憚のない意見交換によりお互いの理解を深めあう場となった

行
政
の
説
明
を
生
の
声
で

 
 

11
月
13
日
に
協
会
会
議
室
で
、
厚
生
労
働
省

職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
、
伊
賀
幹
二
先
生
（
西

宮
市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
）
の
司
会
進
行
で
、

12
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
半
田
伸
夫
先
生

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

厚
生
労
働
省
職
員
と
の
懇
談
会

　

一
般
的
に
厚
生
労
働
省
は
、
現
場
の
医
療
職

は
も
う
け
主
義
第
一
で
、
保
険
審
査
も
ふ
く
め

て
常
に
管
理
す
べ
き
対
象
と
考
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
反
対
に
現
場
の
医
療
職
は
、
厚
生

労
働
省
は
経
済
的
理
由
と
自
身
の
保
身
し
か
考

え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
相
互
不

信
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
確

か
め
る
目
的
で
本
年
５
月
に
２
０
１
０
年
診
療

報
酬
改
定
に
か
か
わ
っ
た
健
康
局
医
療
課
長
補

佐
と
少
数
の
協
会
会
員
と
懇
談
会
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
は
お
互
い
の
理
念
に
大
き
な
差
は

な
く
、
理
解
し
あ
う
こ
と
で
良
い
関
係
が
生
ま

れ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
20
名
弱

の
会
員
に
参
列
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
地
方

で
勤
務
し
て
い
る
元
健
康
局
医
療
課
長
補
佐
を

お
招
き
し
て
、
忌
憚
の
な
い
議
論
を
お
こ
な
っ

た
。

　

司
会
の
伊
賀
幹
二
先
生
よ
り
、
①
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
行
政
、
②
高
額
レ
セ
プ
ト
医
師
の
指
導
、

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
政
策
、
④
Ｄ
Ｐ
Ｃ
医

療
機
関
の
複
数
診
療
科
受
診
の
際
の
問
題
、
⑤

地
域
貢
献
加
算
、
⑥
５
分
間
ル
ー
ル
の
問
題
な

ど
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
婦
人
科
会

員
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
行
政
の
光
と
影
に
つ

い
て
も
議
題
と
な
っ
た
。
医
療
者
側
か
ら
は
保

険
点
数
改
定
や
、
種
々
の
厚
生
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
理
念
が
な
い
、
妥
当
な
説
明
が
な
い
、

実
際
的
で
な
い
、
通
達
の
徹
底
が
図
ら
れ
て
い

な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

元
課
長
補
佐
か
ら
は
、
保
険
点
数
改
定
な
ど

に
つ
い
て
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
、
予
算
が
決
定
し
て
か
ら
、
そ
の
中

で
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
決
め
て
い
く
の
で

ど
う
し
て
も
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の
内
容
が
出
て

く
る
の
は
否
め
な
い
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
話
題
と
な
っ
た
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
報
告
に
つ
い
て
の
通
達

な
ど
、
現
場
が
理
解
し
が
た
い
こ
と
を
県
厚
生

担
当
者
や
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
て
も
納
得
で

き
な
い
場
合
は
、
直
接
厚
生
労
働
省
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
話
で
あ
っ
た
。
医

師
会
や
保
団
連
か
ら
の
要
望
を
挙
げ
る
こ
と
の

重
要
性
も
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
政
治
主
導

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
26
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
、
12
月
24
日
に
西
宮
中
央
公
民
館

で
世
話
人
会
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
６
人
、
５

人
が
参
加
し
た
。

【
予
定
・
企
画
】

①
英
語
で
診
療
＃
28(

12
・
10
）

②
会
員
忘
年
会
（
12
・
29
）

③
民
主
党
議
員
と
の
懇
談
会
（
１
・
16
）

④
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
１
・
22
）

⑤
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
１
・

29
）

⑥
第
25
回
漢
方
研
究
会
（
２
・
５
）

⑦
新
規
開
業
交
流
会
（
３
・
５
）

⑧
第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
３
・
12
）

⑨
第
16
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
３
・

19
）

⑩
第
31
回
支
部
総
会
（
７
・
23
）

⑪
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
30
周
年
企
画

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

と
な
っ
て
い
る
昨
今
は
旧
来
の
経
済
理
念
以
外

の
議
論
の
入
る
余
地
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
っ
た
。

　

現
場
の
医
療
の
意
見
を
行
政
に
伝
え
る
こ
と
、

行
政
の
説
明
を
通
達
で
は
な
く
、
生
の
声
で
聞

く
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
懇
談
会
で
あ
っ

た
。

　
　
　
　

【
西
宮
市
・
半
田
医
院　

半
田　

伸
夫
】

　12 月 29 日、「木曽路」西宮店で、毎年恒例の会員

忘年会を開催。Medical English の Robert Conroy

氏、医療過誤訴訟セミナーの鵜飼万貴子弁護士（大

阪・米田泰邦法律事務所）、レセプト電子送信問題研

究会の田中慎一氏、震災のつどいや Classic Lovers 

Concert で歌声を披露したソプラノ歌手の長谷川眞弓

氏など、日ごろより西宮・芦屋支部の企画でお世話

になっている方々を含め、18 人が参加した。

　幸原久先生（芦屋市・幸原小児科・内科医院）か

らの乾杯の発声の後、参加者は一年間の支部活動や

日常診療などについて、ざっくばらんに語り合い、

森下敬司先生（西宮市・森下医院）の一年間を締め

くくる挨拶で閉会した。

お世話になった方々と
�ざっくばらんに交流

会員忘年会

乾
杯
の
発
声
を
行
う
幸
原
先
生

      新規開業医交流会　　

　日　時 ：３月５日 ( 土 ) 17時30分～20時

　会　場 ： ホテル竹園芦屋　
※JR「芦屋駅」改札北側

　テーマ ： 「患者さんに好感をもたれる医院づくり」 

　講　師 ： 株式会社日本医業総研　田中 徳一　氏

　定　員 ： 
 20 人 事前申込制・開業 3年以内の先生優先

  参加費 ：  無料（講演後の懇親会参加費を含む）

 ※お問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで　 Tel:078-393-1817


